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紹介 

Teledyne Test Tools ロゴスキー電流プローブは、高帯域性能と大電流の測定が可能です。コアを持たない

ため消磁の必要がありません。またセンサー部のロゴスキーコイルは細く柔軟性があり被試験回路から

の脱着が容易です。半導体の TO パッケージなどに直接プロービングすることが可能です。本製品を使

用するときはマニュアル記載されている注意に従う必要があります 。本マニュアルは最も安全で最高の

性能を得るのに役立つことを目的としています。 

Teledyne Test Tools ロゴスキープローブの安全な操作を保証するために遵守しなければならない多くの警

告があります。これらの警告は、次の記号で識別されます。 

 

使用目的は、AC 電流の測定です。Teledyne Test Tools は、不注意な使用、またはこれらの指示に従わなか

ったことに起因するいかなる損害についても責任を負いません。 
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技術仕様 

ロゴスキーコイルの定格 

ピーク電流 T3RC0060-LF:   

T3RC0120-UM:  

T3RC0300-UM:  

T3RC0600-HF:   

T3RC3000-HF:   

T3RC3000-LF:   

T3RC6000-LF:   

60Arms 

120Arms 

300Arms 

600Arms 

3000Arms 

3000Arms 

6000Arms 

ピーク dI/dt 定格 T3RC0060-LF: 

T3RC0120-UM: 

T3RC0300-UM: 

T3RC0600-HF: 

T3RC3000-HF: 

T3RC3000-LF: 

T3RC6000-LF: 

14 kA/us 

8 kA/us 

20 kA/us 

40 kA/us 

80 kA/us 

11 kA/us 

11 kA/us 

コイルのピーク電圧

絶縁定格 

T3RC0060-LF: 

T3RC0120-UM: 

T3RC0300-UM: 

T3RC0600-HF: 

T3RC3000-HF: 

T3RC3000-LF: 

T3RC6000-LF: 

2 kV  peak 

1.2 kV  peak 

1.2 kV  peak 

5 kV  peak 

5 kV  peak 

10 kV  peak 

10 kV  peak 

過電圧トランジェン

ト 

T3RC0060-LF: 

T3RC0120-UM: 

T3RC0300-UM: 

T3RC0600-HF: 

T3RC3000-HF: 

T3RC3000-LF: 

T3RC6000-LF: 

CAT III 600V 

CAT II 600V 

CAT II 600V 

CATIII 600V 

CATIII 600V 

CAT III 1000V 

CAT III 1000V 
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特性 

帯域幅(-3dB) T3RC0060-LF:   

T3RC0120-UM:  

T3RC0300-UM:  

T3RC0600-HF:   

T3RC3000-HF:   

T3RC3000-LF:   

T3RC6000-LF:   

11 Hz   -   5 MHz 

34 Hz   -   30 MHz 

9.2 Hz  -   30 MHz 

12 Hz   -   30 MHz 

3 Hz     -   23 MHz 

0.11 Hz   -   6.5 MHz 

0.055 Hz -   6.5 MHz 

感度 T3RC0060-LF: 

T3RC0120-UM: 

T3RC0300-UM: 

T3RC0600-HF: 

T3RC3000-HF: 

T3RC3000-LF: 

T3RC6000-LF: 

100mV/A 

50mV/A 

20mV/A 

10mV/A 

2mV/A 

2mV/A 

1mV/A 

校正の精度(代表値) ±0.2% 

注意）ロゴスキーコイルは測定対象の導体がコイル内を通る位置により

精度が変わります。校正時はコイルの中心位置に導体を通した状態で値

を読み取り、校正しています。詳細は校正証明書を参照してください。 

またこちらの値の適用範囲はピーク電流に対して 5% - 100%の範囲で

す。 

ループ内の導線位置

による変動精度 

但しピーク電流値に

対して 5% - 100%の範

囲、フェルール周辺

は除きます。 

T3RC0060-LF 

T3RC0120-UM 

T3RC0300-UM 

T3RC0600-HF 

T3RC3000-HF 

±2% 

T3RC3000-LF 

T3RC6000-LF 

±1% 

振幅に対する直線性

の精度 

読み取り値の±0.05% 

ノイズ(最大) T3RC0060-LF: 

T3RC0120-UM: 

T3RC0300-UM: 

T3RC0600-HF: 

T3RC3000-HF: 

2.6 mV rms 

2.5 mV rms 

2.5 mV rms 

1.7 mV rms 

1.4 mV rms 
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T3RC3000-LF: 

T3RC6000-LF: 

2.5 mV rms 

2.5 mV rms 

Droop 

1ms のパルス電流の

振幅に対する％ 

 

T3RC0060-LF: 

T3RC0120-UM: 

T3RC0300-UM: 

T3RC0600-HF: 

T3RC3000-HF: 

T3RC3000-LF: 

T3RC6000-LF: 

11% 

35% 

9% 

11% 

2.8% 

0.1% 

0.055% 

 

その他の仕様 

コイル長 / コイル直

径 / コイル-積分器ま

でのケーブル長 

T3RC0060-LF:   

T3RC0120-UM:  

T3RC0300-UM:  

T3RC0600-HF:   

T3RC3000-HF:   

T3RC3000-LF:   

T3RC6000-LF:   

100mm    /  3.5mm   / 1m 

80mm      /  1.7mm   / 1m 

80mm      /  1.7mm   / 1m 

100mm    /  4.5mm   / 1m 

200mm    /  4.5mm   / 4m 

300mm    /  8.5mm   / 4m 

300mm    /  8.5mm   / 4m 

コイルの最小曲げ半

径 

T3RC0120-UM:  

T3RC0300-UM:  

T3RC0600-HF:   

T3RC3000-HF:   

10mm 

10mm 

14mm 

14mm 

ピーク出力電圧 ±6V (ピーク電流に対応) 

出力ケーブル 0.5m BNC - BNC 50Ω ケーブル 

 安全性を維持するために、BNC 端子は、少なくとも二重絶縁によって

危険電圧から分離された機器に接続する必要があります。 

出力負荷 ≥ 100kΩ(定格精度の場合、DC1MΩ のオシロスコープを推奨) 

= 50Ω (必要に応じて積分器は 50Ω 負荷でも駆動可能) 

備考。負荷が 50Ω の場合、ロゴスキープローブの出力は半分に低下 し 

、ピーク出力電圧は±2V に制限されます。 

減衰率 

(オシロスコープの

Probe 設定で使用する

値) 

T3RC0060-LF: 

T3RC0120-UM: 

T3RC0300-UM: 

T3RC0600-HF: 

10 

20 

50 

100 
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T3RC3000-HF: 

T3RC3000-LF: 

T3RC6000-LF: 

500 

500 

1000 

動作温度範囲 

(コイルとケーブル) 

T3RC0120-UM 

T3RC0300-UM 

T3RC0600-HF 

T3RC3000-HF 

- 40  ～ +125℃ 

 T3RC0060-LF 

T3RC3000-LF 

T3RC6000-LF 

- 20  ～ +100℃ 

積分器動作温度範囲 0 ～ +40℃ 

環境 屋内使用/標高 2000m まで 

設置カテゴリーII、汚染度 2。 

最大相対湿度:31°C まで 80% 

40°C で直線的に 50%に減少 

 

電源 

電池駆動時 単三アルカリ電池 4 本使用: 約 25 時間 

 1.2V NiMH 充電池 4 本を使用: 約 10 時間 

(2000mAh 公称容量に基づく) 

AC アダプタ 12VDC 極性：センタープラス 
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各部の名称と説明 

センサー部 

 

1. ロゴスキーコイル（セン

サー部） 

2. ロゴスキーコイル終端 

3. フェルール 

4. 接続ケーブル 

 

積分器 

 

5. DC 電源ソケット 

6. 電源 LED 

7. 電池ボックス 

8. 出力 BNC コネクタ 

9. 単 3 電池 4 本 

10. ステータスインジケータ 

緑：オン 

赤：電池容量低下 

11. 電源ボタン 
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操作方法 

コイルの取り扱い 

⚫ T3RC0300-UM、T3RC0120-UM、T3RC0600-HF、T3RC3000-HFの取り付けと取り外し 

ロゴスキーコイルは可能な限り強固に作られていますが、非常に細いロゴスキーコイルは強い力を

加えると故障する可能性があります。デリケートに取り扱ってください。 

コイルの寿命を延ばすために、測定対象への脱着は次の取り扱い手順に従ってください。 

フェルールをしっかりと指でつかみホールドしてください。コイルを開く時にはコイルの先端を指

でつかみ、軽い力でフェルールから抜きます。 

 

測定対象にコイルを通します。 

コイルを閉じるには、フェルールをしっかりとつかみ、コイル先端がフェルールのソケットに真っ

直ぐ入るようにしながら軽い力で挿入します。 

 

⚫ T3RC0060-LF、T3RC3000-LF、T3RC6000-LFの取り付けと取り外し 

取り付けと取り外しの手順は上記のモデルとほぼ同じですが、T3RC0060-LF、T3RC3000-LF、

T3RC6000-LF プローブはフェルールのソケット部を回して固定します。 

オープンするときの方向 
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コイル先端をフェルールに無理に押し込まないでください。コイルの絶縁が

損傷する可能性があります 

 

コイルに付いているケーブルに力が入らないように注意してください。コイ

ルが破損する恐れがあります。 

 

使用しないときは、コイルを保護ケースに戻してください 

 

T3RC0300-UM、T3RC0120-UM のコイルの最小曲げ半径は 10mm です。

T3RC0600-HF、T3RC3000-HF のコイルの最小曲げ半径は 14mm です。これはコ

イルを損傷したり寿命を縮めたりすることなく曲げることができる最小半径

です。 

 

 

ロゴスキープローブの安全性と使用前チェック 

 

危険な通電状態の導体へプローブを接続または取り外す際に、感電からユー

ザーを保護することはできません。危険なライブ導体からの感電を避けるた

めに、追加の保護手段が必要です。 

ロゴスキーコイルの周りの絶縁性を使用前に目視で確認してください。損傷

があるように見える場合は、使用しないでください。 

ロゴスキーコイルを接続するオシロスコープは適切に接地されている必要が

あります。 

Teledyne テストツールロゴスキープローブがメーカーによって指定されてい

ない方法で使用される場合、機器によって提供される保護が 損なわれる可能

性があります。 
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電源オプション 

テレダインテストツールロゴスキープローブは、AC アダプタまたは電池から電力を供給できます。  

AC アダプタ 

テレダインテストツールロゴスキープローブは、AC アダプタから電力を供給できます。AC アダプタ

は、中心がプラスのコネクタで 12V(±10%)である必要があります  。AC アダプタが存在する場合、ソ

ケット横の LED が赤く点灯します。 

単三電池 

単三電池 4 本を使用します。アルカリ電池の場合、ほぼ 25 時間程度動作します。電池の容量は電源

スイッチ横の LED で確認することができます。十分ある場合には緑色の LED で示され、LED が赤の場

合は電池が消耗していることを示します。 

注意）AC アダプタで給電している場合、電池での動作は行われません。 

電池の交換 

電池の残量低下は、電源スイッチ横の LED が赤く示されます。電池を交換するには、積分器の電源を

切り、電池ボックスのカバーを取り外して電池を交換します。 

電池を交換する前に、テスト対象の回路電源をオフして、一度ロゴスキーコイルをテスト対象から取

り外すことをお勧めします。 

 

スイッチを入れる 

 

ロゴスキープローブを取り付けて測定を行う前に、安全性と使用前のチェッ

ク、およびロゴスキープローブの安全な操作を保証するための手渡しの指示

を参照してください 

 

ロゴスキープローブは、BNC 入力が適切に接地されているオシロスコープに

接続する必要があります。 

 

ユーザーは、試験対象の回路の電源を切ることをお勧めします。プローブが

動作状態の回路に取り付けられている場合、ユーザーは適切な保護具の使用

を確認する必要があります 

 

1. 積分器の BNC 出力を接地されたオシロスコープに接続します。 

2. ロゴスキーコイルに傷が無いか視覚で確認した後、試験対象に通電されていないことを確認して

からロゴスキーコイルを試験対象の導体の周りに通します。 

3. ロゴスキーコイルの先端をフェルールのソケットに挿入します。 

4. 試験対象を通電します 。 
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5. 積分器の電源ボタンを押します。電源ボタン横の LED が緑色に点灯しオンになっていることを示

します。 

6. Teledyne Test Tools Rogowski プローブの電源を入れた後、電流値が安定するまでほぼ 2 分程度の時

間が必要です。この時間はウォームアップ時間と低周波帯域幅により変動することがあります。 

 

最適な測定値の取得 

ロゴスキーコイルは、試験対象の導体の周りを囲むように接続しますが、導体がロゴスキーコイルのフ

ェルールに近づかないように配置する必要があります(下の図を参照。特にロゴスキーコイル接続部のグ

レーアウトしている部分に導体を近づけないようにしてください)。この図で電流の方向は丸の中に×で

書かれた記号で示し、手前から奥へ電流が流れていることを示します。正の出力電圧を得るには図のよ

うな方向でロゴスキーコイルを配置する必要があります。ロゴスキーコイルは、コイル内を通る導体の

位置で誤差が発生します。ロゴスキーコイルの校正はコイルの中心付近(位置 A)に導体を通して行われ

ます。これは精度にとって理想的な位置です。 

最高の高周波性能を得るために電流の中心が A から B の間を通るようにしてください。B は  コイル円周

の半分の位置です。 

 

測定可能範囲 

ピーク電流の仕様に対して 5% - 100%の範囲で使用してください。5%未満の電流は低周波ノイズと DC オ

フセットが測定の精度に影響を与えるため適していません。 

 

 

外部電流や電圧からの影響 

ロゴスキーコイルのループ外に流れる外部電流の影響は、その電流がプローブの電流定格より小さい場

合やロゴスキーコイルから離れている場合、影響はほとんどありません。しかし複数回ループした導体

の近くにある場合は単一の導体に比べ影響が大きいため、そのような位置に配置するのは避ける必要が

あります。 

電流の方向 

手前→奥 

A 

B 
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高電圧の導体がコイルに非常に近い位置にあると測定に影響を与えます。特に電圧が MHz レンジと高い

周波数で流れている場合、コイルへの容量結合により測定誤差が発生する可能性があります。 

外部電流や電圧の影響を調べるには測定対象の導体に非常に近い位置にクランプせずに配置して測定し

ます。何も影響を受けていなければ、信号は出力しません。この状態で観測される信号は測定対象の導

体にクランプして測定した際に実信号と重なって測定されます。 

出力ケーブル 

本製品には、50 オームの BNC ケーブルが付属しています。より長いケーブルを使用することが可能で

すが  、50Ω 同軸ケーブルを使用してください。 

Teledyne Test Tools では、延長ケーブルの使用をノイズの観点から問題視していませんが、非常に長いケ

ーブルを使用する場合、ノイズを考慮する必要があります。 

清掃 

ロゴスキーコイルとケーブルは定期的に清掃してください。 

清掃する前にロゴスキーコイルを外部回路から切り離し、電源を切る必要があります。コイルとケーブ

ルを清掃するには、布に中性洗剤を付けて汚れを落としてください。最後に乾いたきれいな布で洗剤を

拭き取り、乾かしてから元に戻します。 

他の洗浄溶剤または洗浄方法を使用した場合に弊社は一切の責任を負いません。 
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製品の修理 

修理の必要が生じた製品は、テレダイン・レクロイ・ジャパン株式会社、または担当の代理店にご返却

ください。保証期間内の製品に関しては無償で修理いたします。保証期間を過ぎた製品に関しては、弊

社修理規定による修理費を請求させていただきます。 

 ご依頼は Web、または E-mail にて承ります。 

Web：http://www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html 

Email：lecroy.service.japan@teledyne.com 

製品番号と不良の内容をご確認ください。 

注意)保証期間は弊社販売履歴より判断します。 

 弊社サービス窓口 担当者よりご連絡させていただきます。 

お急ぎの方は、申し込み時のフォームにご記入の上、印刷した

ものを現品添付してご発送ください。 

 

 

 

 

 

お預かりしてから 1 週間以内に診断結果を報告します。有償修

理の場合は、合わせて見積書をご案内させていただきます。診

断が難航し見積書提出までに 1 週間以上を要する場合や症状が

表れていない時などにつきましても、1 週間以内に途中経過を

報告いたします。 

注意)見積書ご確認の際はお支払条件をご確認ください。弊

社販売代理店でも修理依頼を承ります。 

 見積書承認欄への署名や注文書を弊社へ頂いた時点で作業着手

となります。 

キャンセルの場合、診断料や送料を含む費用の請求はございま

せん。診断のため、分解していることがあり、復旧までにお日

にちをいただきます。 

 作業完了後、ご指定の場所へ返却いたします。お申し込み時に

E-mail アドレスをご記入いただきますと、納品時に発送伝票番

号をお知らせします。 

ご請求先と返却先が同じ場合、納品時に請求書を合わせてお送

りします。請求先が異なる場合や代理店を通して修理をご依頼

いただいている場合は、後日請求書を指定先にお送りします。 

【その他ご連絡先、および御依頼品の送り先】 

修理校正のお申込み 

お預かり・発送 

診断及び見積のご案内 

キャンセル 作業着手 

作業完了～納品 

http://www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html
mailto:lecroy.service.japan@teledyne.com


 

13 

 

テレダイン・レクロイ・ジャパン株式会社 サービスセンター 

〒183-0006 東京都府中市緑町 3-11-5 芳文社府中ビル 3F 

TEL: 042-402-9401  FAX: 042-402-9583 

E-mail:  lecroy.service.japan@teledyne.com 

【修理を依頼する前にご確認いただきたい情報】 

・型式、シリアル番号(プローブヘッド背面に印刷) 

・症状 

・現象を再現させるために必要な条件 (弊社で現象確認できない場合、そのまま返却しま

す。) 

・発生頻度 

 

mailto:lecroy.service.japan@teledyne.com
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保証 

本製品はお客様に納入した時点から1年間、仕様範囲内における通常の使用および操作に対して保証さ

れています。予備部品、交換部品、および実施した修理に対する保証はすべて90日です。 

保証期間内修理とは、このオプションでレクロイは修理又は正規サービスセンター又はカストマサービ

ス部門に保障期間内で戻された部品で交換を行います。しかし、これはレクロイの試験により不良であ

ると確認された製品に限り行われます。また。その不良が誤用や注意を怠っている場合、異常な取り扱

い、正規サービスではない者による改造や修理に起因するものは除かれます。 

レクロイ社のサービスセンター等に製品を返送する際の送料や保険料はお客様の負担とします。保証対

象の製品を送付するときの送料はレクロイ社が前払いいたします。 

下記の保証条項は、明示的または暗黙的を問わず、他の一切の保証条項（特定の用途や商用性・適応性

に関する保証を含む。それらに限定されない）よりも優先されます。レクロイ社は、契約に明記されて

いるかどうかに関わらず、一切の間接損害、実害、偶発的損害、直接損害に関する責任を負いません。 
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安全性評価と品質マネージメントシステム 

次の安全性評価に準拠しています。 

EN61010-1:2010 

EN61010-2-032:2012 

また次の品質マネージメントシステムに承認されています。 

品質システム IS09001:2015 
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適合規格 

テレダイン・レクロイは、公開時点で以下の基準に準拠していることを証明します。現時点での認証 に

ついては、納品時に製品に付属する EC 適合宣言文書を参照してください。  

EC 適合宣言書-EMC  

本プローブは電磁環境両立性に関する EC 指令 2014/30/EC に適合します。本製品は、欧州共同 体の公式

ジャーナルに記載されている以下の仕様に適合します。 

 IEC/EN 61326-1:2013 電子計測、制御、実験室使用機器への EMC 要件 1  

電磁エミッション：  

IEC/EN 55011/A1:2010 放射および伝導エミッション、グループ 1、クラス A 2 3 

 電磁イミュニティ：  

IEC/EN61000-4-2:2009 静電気放電、4kV 接触、8kV 空間、4kV 垂直/水平カップリングプレーン 4 

IEC/EN61000-4-3/A2:2010 RF 放射電磁界、3V/m, 80-1000MHz; 3V/m, 1400MHz-2GHz; 1V/m, 2GHz-

2.7GHz  

EN 61000-4-8:2010 電源周波数磁界、3 A / m、50 Hz;3 A/m, 60 Hz 

1 該当する全ての EMC 規格への準拠を確実にするために、高品質のシールド付きインターフェースケーブルを使用する必 要があ

ります。  

2 本製品は住宅地以外のエリアでの使用のみを想定しています。住宅地での使用には電磁波障害を引き起こすことがあります。  

3 本プローブが試験対象物に接続されている場合、この規格で要求されるレベルを超えてエミッションが発生する場合がありま

す  

4 それぞれの規格の性能基準”B”限度に合致：変動中、製品は一時的な機能悪化あるいは、機能または性能喪失を受けるが自動的

に復帰。 

欧州連絡先：* 

Teledyne LeCroy Europe GmbH  

Im Breitspiel 11c  

D-69126 Heidelberg  

Germany  

Tel:(49) 6221 8270 

• オーストラリアおよびニュージーランド 
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本プローブはオーストラリアの通信およびメディア局（ACMA）により規定された要件に従って以

下の規格ごとに電波通信法の EMC 規定に適合しています： 

AS/NZS CISPR 11:2011 放射および伝導、グループ１、クラス A 

• オーストラリア／ニュージーランド連絡先:*  

RS Components Pty Ltd. 
Suite 326 The Parade West 
Kent Town, South Australia 
5067 

RS Components Ltd. 
Unit 30 & 31 Warehouse World 
761 Great South Road 
Penrose, Auckland, New Zealand 

*最新の連絡先情報については、teledynelecroy.com/support/contact をご覧ください。 

EC 適合宣言書 - 低電圧 

本製品は製品安全性に関する EC 指令 2014/35/EC に適合します。本製品は、欧州共同体の公式ジャーナ

ルに記載されている以下の仕様に適合します。 

IEC / EN 61010-1:2010 + A1:2019 測定、制御、および実験室で使用する電気機器の安全要件–パート 1:一般

要件 

IEC / EN 61010-2-032:2019 測定、制御、および実験室で使用するための電気機器の安全要件–パート 2-

032:  電気テストおよび測定用のハンドヘルドおよび手動操作電流センサーの特定要件。 
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環境適合 

使用済み機器の取り扱い  

本器には、電気・電子機器廃棄物（WEEE）およびバッテリに関する指令 2012/19/EC への

欧州連合の要件に準拠していることを示す記号が付いています。 

本機器は国や地域によって異なる廃棄・リサイクル規制の対象となります。 多くの国で

は一般的な廃棄物として電子機器を廃棄することを禁じています。お客様の Teledyne 

LeCroy 製品の適切な処分とリサイクルの詳細につきましては teledynelecroy.com/recycle を

ご参照ください。 

 

有害物質規制(RoHS) 

本製品とそのアクセサリは、2011/65 / EU RoHS2 指令に準拠しており、同指令のさらなる修正または修

正が含まれています。その他の環境認証については、添付文書を参照してください。 

 

中国 RoHS 2 

特に指定がない限り、すべての材料とプロセスは中国 RoHS 2 の最新要件に準拠しています。機器に含ま

れる有害物質は、規格 SJ / T 11364-2014(電子および電気製品における有害物質のトリクト使用のための

マーキング)および GB / T 26572-2011(電気および電子製品中の特定の制限物質の濃度制限に関する要件)

に従って開示されています。機器には、適切な環境フレンドリー使用期間(EFUP)記号が付いています。

梱包材には、適切なリサイクルラベルが含まれています。以下の物質開示表(中国語と英語)は、必要な

コンプライアンス情報を提供します。 
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